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　　　　　　年度　新生児先天性代謝異常等検査報告（年間報告様式１）

　※１　再採血の対象となったが、初回検査検体の結果は正常（＝再検査判断とならなかったもの）
　        再採血の結果は把握できていないので『最終的』に正常であったかどうかは不明。

　※２　【再検査判定】と【再採血対象者のうち基準値超過（再検査扱い）】の合計

　　　　上段の総数は実人数で、複数の検査項目で要確認検査となっても同一人物は１人でカウント。
　　　　　①～④はそれぞれ計上するので　複数の検査項目で要確認検査となった人がいる場合は【総数】と【①～④の合計】とは一致しない　　（※３，４）同様

　※３　医療機関が検査機関に再検査検体を提出した数（実人数）　　再採血依頼と重複する場合は再検査で計上

　※３※４　上段の総数は実人数で、複数の検査項目で要確認検査となっても同一人物は１人でカウント。
　　　　　①～④はそれぞれ計上するので　複数の検査項目で要確認検査となった人がいる場合は【総数】と【①～④の合計】とは一致しない　　（※２）同様


